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2. 活動計画
（１） 博物館の5つの活動

　新名護博物館の活動は、施設の中で完結せず、名護・やんばる全域を視野に入れながら展開され

ます。この基軸となるのは、以下の 5 つの活動です。

①資料収集・保存 　 ②調査・研究　 ③展示　 ④教育普及　 ⑤連携

　5つの活動は互いに密接な関係を持ち、どれか一つを単一的に議論することはできません。

　資料収集・保存活動は、博物館の根幹をなす活動です。多くの場合は、この活動に基づいて調査・

研究、展示、教育普及活動が展開されます。

　調査・研究活動の成果は、展示、教育普及活動で活用され、さまざまな展示会、体験学習等の充

実につながります。

　また、多様な交流を図る連携活動を推進させることで、博物館活動がより充実し、利用者の利便

性向上や博物館活動への理解向上につながります。

　このように５つの活動を総合的にとらえた上で、各々の活動計画を述べていきます。

教育普及

展　示

調査・研究
・地域社会
・行政
・機関
・企業
・団体
・個人

資料収集・
保存

1

3

4

2

連　携
5

博物館の5つの活動とその関係
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2. 活動計画 -資料収集・保存
（２） 博物館活動の内容
① 資料収集・保存

出かけ、集め、整理する

【 活動方針 】
　やんばる全域を主体に計画的な収集をすすめ、フィールドにおける実践的活用を想定した保存を

めざします。

収集の方向性
　基本テーマである「名護・やんばるのくらしと自然」を理解する上で必要となる資料を中心に収集

します。現地で保存可能なものは、なるべくそのまま残して活用することを検討します。

　また、民俗資料のうち、収集が軽視されがちな現代資料や、写真や映像、音声などの資料も重要

な収集対象に位置づけます。

十分な収蔵スペースの確保と計画的な資料収集
　現博物館の収蔵庫は、収蔵しきれない資料が溢れるほどであり、今後の継続的な資料収集活動

を見据えた適切な規模の収蔵スペースが必要になります。また、限られた収蔵スペースを有効的に

使うためにも、目的と工程を明確にして、現在不足している分野の資料収集も補いつつ、バランスの

とれた資料収集・保存計画を実行する必要があります。

資料の保存とその安全性
　収蔵された資料は、その種類・特性に応じた適切な保存をおこなう必要があります。特に貴重

な資料は特別な収蔵環境が必要になりますが、現在の名護博物館の収蔵庫では対応できていませ

ん。このような資料の収蔵が可能な環境を整備する必要があります。

　また、資料保存は、温度、湿度、塩害、害虫などの対策に加え、火災や地震・津波、台風など、自然

災害への安全対策も万全でなければなりません。

収蔵資料の活用
　収蔵した資料を有効に活用するためには、資料にかける負荷を最小限にしつつ、利用可能なシス

テムを構築する必要があります。また、収蔵情報を一般に公開し、市民や研究者が活用できる仕組

みが不可欠です。
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2. 活動計画 -資料収集・保存
【 展開事例 】
　活動方針を基にした具体的な活動の方向性は以下の通りです。

資料収集

○ 自然史
　地域性の高い資料や人のくらしと関わりの深い資料を優先して収集します。

　絶滅が心配されている貴重種だけでなく、種の多様性をふまえた上での収集に努めます。

　学術研究の基礎となる標本（タイプ標本）なども積極的に収集します。

　在来家畜や農作物など、遺伝子(種内)の多様性を考慮した収集もおこないます。

○ 歴史・民俗・考古
　地域の歴史を理解する上で重要となる古文書や古地図、写真などの資料収集をおこないます。

　公文書については、貴重な歴史的文書を中心に収集します。

　名護・やんばるゆかりの人物に関する資料を継続的に収集します。

　くらしの変遷を理解する上で重要となる民俗（生活）資料を収集します。

　埋蔵文化財の保存は文化課を中心におこない、博物館収蔵物とは別枠で検討します。

　移民や戦争に関する資料も継続的に収集します。

○ 現代資料（戦後生活資料）
　くらしの変遷を捉えるための資料を積極的に収集します。

　時代背景がわかる資料を丁寧に収集します。

○ 美術工芸
　名護・やんばるに縁があり、美術活動に貢献した人物の作品を中心に収集します。

　名護・やんばるを題材とした作品の収集を心がけます。

ズアカアオバト（自然史資料）
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2. 活動計画 -資料収集・保存
保存と活用

○ 適切な収蔵機能の整備

　特別収蔵室を配置し、空調調節が常時必要である貴重な資料の保存に対応

　　例：程順則資料（歴史）／琉球嶌真景（美術工芸）など

　資料の種類・保存方法に応じて、収蔵庫の中にそれぞれ適切な収蔵室を配置

　　例：液浸標本室（自然史）／冷凍室(自然史）／絵画収蔵室（美術工芸）など

　非常時で電気が供給されない場合、自家発電等によって空調・冷凍機能などを確保

○ 資料保存に必要な業務

　資料受付台帳の記入、写真撮影、データ化

　登録資料の整理、適切な収蔵室への配置

　薬品処理など、資料保存のための適切な処置と資料劣化の有無の定期的確認

　標本作製業務（保存用／展示用）

　虫害を防ぐための定期的なくん蒸、資料搬入出の際の仮くん蒸

　収蔵室の温湿度等の管理・記録

　貸出の際に資料の安全性が確保されるルール作り

　IPM（総合的病害虫管理）の導入

○ 収蔵資料の利活用

　資料に負荷をかけず搬入出をスムーズに行うためのシステム

　　例：動線設定／昇降装置／資料一時保管室／くん蒸室 など

　収蔵資料の種別、写真、収納場所等の情報を整理し、データベース化して公開

　　(p. 32）

　外部への資料貸出をおこなうとともに、資料が使われたことで得られた成果などを公開

　貸出用キット（p. 30）の整備による資料貸出利用の促進

　企画展や特別展示（p. 25）などでの利用

　一部の資料を収蔵展示（p. 26）という形態で公開
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2. 活動計画 -調査・研究
② 調査・研究

みんなで知る喜び

【 活動方針 】
　やんばる全域を視野に入れた調査・研究をおこない、市民の理解を得て将来のくらしに役立つよ

うに公開、実践します。

多くの人々が関わる調査・研究
　博物館の学芸員のみがおこなう調査・研究だけでなく、さまざまな人々が関わることで「みんな

で知る喜び」を創造、共有します。

対象とする分野
　調査・研究対象となる分野は多種多様であり、そのアプローチの方法も実にさまざまです。

　新名護博物館の基本テーマは「名護・やんばるのくらしと自然」であり、このテーマを展開して活

動するために6つの視点があります(p. 9)。

　調査・研究活動はこれらの視点をそれぞれ掘り下げ、さまざまな角度からアプローチすることで、

名護・やんばるに関する知見を蓄積し、市民のニーズに応えます。

　また、単発的ではなく、中長期的な計画に基づいた活動を継続的におこないます。

成果の還元
　活動で得られた成果は公開し、市民の生涯学習や研究、学校教育、地域産業などに貢献します。

埋蔵物の発掘現場 集落散策会（瀬嵩公民館）
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2. 活動計画 -調査・研究
【 展開事例 】
　６つのテーマ展開に沿った、調査・研究内容の代表例をあげます。

やんばる本来の自然生態系の再生
　名護湾、大浦湾、羽地内海の特徴と自然生態系(それぞれの海に面する山まで含む)

　河川環境の復元とリュウキュウアユの復活

在来文化資源を活かした、やんばる型農業の創造
　在来資源の保全と活用(アーグ、琉球犬、ハマホウレンソウなど)

　亜熱帯酸性土壌を活かした複合型農業（パイン、シークヮーサー、稲など）

　名護・やんばるの漁業誌(海の小字名、魚垣、捕鯨など)

伝統行事の保存・継承とあらたな交流
　村踊りの歴史・文化とその多様性

　名護・やんばるの祀り（祭り）

集落の成り立ち、村(ムラ)の歩みの継承
　フクギや公民館などにみられる集落の変遷

　名護・やんばるの教育史

　地域の言語と民話

くらしの知恵・わざ・心を、体感・実践する
　アダンやクロツグを使ったおもちゃづくり

　在来食資源(家畜、ソテツ、ハマホウレンソウなど)の料理方法

　竹の植林と民具の製作

先人たちが遺した文化遺産の保存・活用
　名護・やんばるの人物史

　 (程順則、蔡温、徳田球一、山入端隣次郎など)

　名護・やんばるの石碑

　戦争体験や戦争遺跡、戦後生活史

　過去の災害記録

ウンジャミ（大宜味村塩屋）
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名護・やんばるで想定される調査・研究テーマ
活動の方向性 想定される展開事例

　■やんばる本来の自然生態系の再生

名護・やんばるの地形・地質 天仁屋の褶曲、海岸地形、ビーチロック　など

山（奥山・里山）の生態系 嘉津宇岳、安和岳、名護岳、リュウキュウイノシシ、カンヒザクラ、チョウの食草　など

川の生態系 河川生物の生活史、リュウキュウアユの蘇生、河川環境の復元　など

海の生態系

　名護湾（西海岸）系 ピトゥやザトウクジラの利用と資源管理　など

　羽地内海系 屋我地島の干潟、羽地内海の貝類、底生生物など

　大浦湾（東海岸）系 アオサンゴ群落、ジュゴンと海草藻場、マングローブの生態系、自然海岸の現状調査　など

生物の移動 鯨類、ウミガメの回遊、サシバ・アカハラダカの渡り　など

在来生物と外来生物 希少動植物、天然記念物、マングースなどの外来生物の駆除と活用　など

　■在来文化資源を活かした、やんばる型農業等の創造

在来文化資源 やんばるの山稼ぎ(炭焼き､藍づくり、薪）　など

　在来家畜 アーグ、琉球犬、シマピージャー、宮古馬、チャーン　など

　在来品種 ハマホウレンソウ（ツルナ）など

名護の漁業(捕鯨）誌、捕鯨と人との関わり　など

近世農村の生業のしくみ 稲作、サトウキビ、塩田　など

名護・やんばるの農業史 名護・やんばるの養蚕、パイナップル　など

　■伝統行事の保存・継承とあらたな交流

王府の芸能とやんばる 村踊り(踊りの型、ルーツ、小道具とその製作方法）

名護・やんばるの祀り･祭り 民俗芸能（エイサー、ウスデーク）／ウンジャミ

　■集落の成り立ち、村（ムラ）の歩みの継承

やんばるの集落構造 名護市の集落環境マップ

集落の井戸、石敢當、拝所、フクギ囲いのある集落

風水と名護(風水と集落の形成）

風葬地

グスクと集落 名護・やんばるのグスク

北山落武者伝説のムラ(ムラ立て伝説）

久志観音堂と久志按司

近世琉球におけるやんばるの集落 集落移動

御嶽と集落

やんばるの近代 廃藩置県と名護・やんばる

山原船と港

比嘉宇太郎と名護

名護湾埋め立て前と後の変化

字ごとにたどる近現代史 名護・やんばるの字誌

名護・やんばるの学校誌／学校の制服・校章

集落とフクギ、公民館、市場の変遷

慰霊の塔(戦災文化財）

開発と集落 羽地大川流域の山の暮らしと地名

羽地朝秀の研究(羽地大川ダムとの関わり）

金川銅山と羽地大川

名護・やんばるの言語・地方名 言語、民話　など

　■くらしの知恵・わざ・心を、体感・実践する

名護・やんばるの匠の技 名護・やんばると大工

名護・やんばるの鍛冶

清村勉とコンクリート

やんばるの食文化 野草と食生活

ソバ、ソーキ汁、ヤギ汁、ソテツ、ハマホウレンソウ（ツルナ）、みそあえ　など

こどものあそび アダンやマーニ（クロツグ）の葉を使ったモノ、ことば遊び

　■先人たちが遺した文化資産の保存・活用

近世琉球の先人 程順則と名護、蔡温と名護 など

近代沖縄の先人 徳田球一と名護　など

戦争（名護・やんばるの沖縄戦） 戦争体験、戦争遺跡　など

記念碑 石碑、歌碑　など

名護・やんばるゆかりの芸術家 平良孝七、宮城與徳、古波蔵誠仁、山田真山、安次嶺金正、山入端一博　など

名護・やんばるの美術教育

2. 活動計画 -調査・研究
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2. 活動計画 -展示
③ 展 示
出会いと発見
【 活動方針 】
　博物館に訪れる人が、「名護・やんばるのくらしと自然」の関係を発見し、さらにやんばる各地の

フィールドに足を運びたくなるような案内機能を持った展示をめざします。

温かみのある展示空間
　開放的で温かみがあり、手作り感があふれる現在の常設展示の雰

囲気を継承し、さらに内容を充実させた展示空間をめざします。

わかりやすい展示
　長すぎず簡潔な説明文や直感的にイメージできる展示手法によ

り、万人にわかりやすい表現を心掛けます。より深く展示を知りた

い来館者のために、図録や音声ガイドなども整備します。また、県外や国外からの来館者にも配

慮した内容とします。

地域性を前面に出した展示
　展示説明に地域の言語や地方名を積極的に取り入れるなど、特色ある表現方法を検討します。

ただし、これらの地域的背景がわからない来館者にも内容が理解できるような工夫は必須です。

体験できる展示
　資料を見るだけでなく、実際に使って学べるような体験型の展示

手法を積極的に導入します。展示ケースに収納する資料は最小限に

し、可能な限り本物の資料 ( 飼育している生体なども含む)を露出

展示することで、触れることが可能な身近な展示空間をめざします。

変化に富む展示
　基軸となる展示テーマは、「名護・やんばるのくらしと自然」という基本テーマを理解するため

の不変的なものであり、継続的に公開していく必要があります。しかし、同時に展示の固定化や、

情報の劣化などの課題を抱えることにもなるだけに、適切な対応を誤ればリピーターを減少させる

ことにもなります。基軸となるテーマの中で視点や切り口を変え、柔軟に展示替えができる体制・

仕組みを検討します。また、季節感のある地域情報を発信し、市民が「自分たちの博物館」であ

ると実感できるような展示空間づくりをめざします。
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2. 活動計画 -展示

【 展開事例 】
　博物館の展示活動は以下のように整理することができます。

常設展示
　ガイダンス機能が特に強く、「名護・やんばるのくらしと自然」を全体的に捉えて常に公開する展

示です。建物の中で公開する屋内展示と、敷地内の野外を活用する屋外展示があります。

企画展示・特別展示
　最新の調査・研究成果や活動内容を公開する展示です。博物館独自のものだけでなく、共催企

画や巡回展など、さまざまな団体や市民と協力しておこないます。

市民が主催する展示(ギャラリー利用)
　市民が主催者となり、博物館ギャラリーなどでおこなう展示です。スムーズな企画・運営ができ

るよう、博物館ではサポートします。
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